









































































































































































































 ʻto long for, greatly w


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































求めます」 、 「慕い」 、 「会いたがっており」 、 「いとおしく思っていたの























。 」 （傍点、訳者注。以下、同じ） （新共同訳）が対応する。
















































































































































reek English Lexicon ）第九版によれば、
  “set oneʼs heart 




















然科学史研究所教授韓埼先生 ご案内で上海 徐家滙蔵書楼を訪れ、『上海図書館西文珍本書目』 （上海社会科学院出版社、一九九二年）の目録番号第二五一番『パニーノのラテン語聖書』 （
B
ible. Latin. Pagini. 



































































































































































































翻字・現代語文と解説―」雄松堂書店、二 一〇年、 三頁）とある。『サカラメンタ提要』 「付録」は一六〇五年に長崎コレジヨから刊行されており（同書「Ⅳ
 
解説」 、一六四頁） 、それは「ローマ教会全体が














は「在家信者のために制せられた戒」 （中村元監修『新・仏教辞典』増補版、誠信書房、一九八〇年、一六五頁）であるところの「五戒」の一つであり、それは「妻以外の女または夫以外の男と 邪しまな性交（邪淫） 」 （同辞典、一六五頁）を禁止するものであった。
 




燥、火六淫邪気。 」という語義が記してある（五九二頁） 。このうち、教要解略では第二の語義が当てはまるのではないか 思われ、用例を見ると、その一つに凌濛初の『初刻拍案驚奇』巻三十二 「顕報施臥師入定」の中の文が紹介されている。その前後 部分まで合わせると、「心中想着臥師所言禍福之報、好生驚悟、對門氏衟
:
  『我只因見你姿色、




































原文は 「則邪念亦宜慎矣。 」 （二十三葉表） 。 『漢語大詞典』 第十巻に 「邪















治年間の直隷太倉州である。餅売りを生業とする江溶とその妻がいた。役人の顧芳は江溶と親しかった 或る日、江溶は海賊の廉で官憲に捕えられた。 が弁護したことにより冤罪であるこ が判明した。江溶夫妻は恩に感じて十七歳で一人娘の愛娘を彼の妾となるように夫妻のもとに送った。 夫妻は一箇月の間愛娘を手厚く遇した後、夫妻 帰し やがて 夫妻は生活が窮迫して愛娘を徽州商人に妾として送り出 （臼井佐知子『徽州商人の硏究』 （汲古書院二〇〇五年）が引用する同十五巻 「烏紗
ミ
」と「紅綉鞋」が出て来



















原文は「但未明言願欲根本之地。 」 （二十三葉裏） 。 『漢語大詞典』第
十二巻は「願欲」 いう語を掲げ 語義を「志願、欲念。 」 （三五二頁）とし、用例の一つに明の方孝孺の「送石君永常赴河南僉事序」の中の文を挙げている。その前後の部分まで含めると、 余執盞而問曰。河南天下之要地。治郡縣緜亘數千里。而憲司操其平。人有不得其
願欲4
者。
必赴愬焉。子之爲政也。奚先。 」 （王雲五主編國學基本叢書『遜子齋集』第五冊、壹湾商務院書館、一九六八年、四一三頁となる。人民は自分たちの願いや望みがかなえられないと、訴えに出るというほどの意味であろうか。この「願欲」という語は格別負 ニュアンスを帯びているようには思われない。それは人がごく素朴 願い望むところのもを指しているのではないであろうか。袁中郎の「山居小話」に「故以世人
願欲
00

















































ば、朱子学では心の在り方を「体」と「用」とに分けて考える（五十七頁） 。 「体」 「未発」の「性」であり、それは「本然の性」と「気質の性」に分かれる。他方、 「用」は「已発」 「情」であり、それは




以是可揚聖敎之精。可美聖敎之全。可徵聖敎於世○○○。○○（以上五文字判読困難）形鏡 止治人外 聖敎神鏡。自外逹内。立法之 ○○○○。○○（以上七文字判読困難）人志。人心攸藏。何縁施罰。刑既莫加。曷設禁法。天主不然 聰明睿智 無不炤臨。人慝雖秘。弗遁其鑒。國君立法。專務治安。民不戕害。民不竊奪。民不欺誑。民不越倫。雖有非心 號之至治 天主不然 神倶飭。乃稱全守 知主賞守 知主罰背。毋曰心慝而姑自肆哉 」 （八十九葉裏―九十葉表）と述べる宋代以降の内面重視の儒教の流れがカトリックの内面省察の教義 いみじくも照応しているのではないであろうか。
（五）
 
原文は「人或不能杜於未萌也。 」 （二十三葉裏） 。 『漢語大詞典』第四














































天主生人。隂陽配合。各有本對。 」 （二十三葉裏） 。 『漢



















曰人合。實天主前定之矣。 」 （二十三葉裏） 。こ
こでの文末の「矣」は、注（三）の「則邪念亦宜慎矣 」の「矣」と基本的に同一の用法ではないかと思われ、文末 感嘆符を置 てみた。
 








者、恩義有虧則已矣。…。 』 」 （張茂鵬點校『齊東野語』中華





















在渭之涘。 」 （十三經注疏整理本第四冊『毛詩正義』北京大學出版社、二〇〇〇年、一一三五頁）とある。石川忠久 詩経
    下』 （明治書院新


































原文は「是爲禍梯。 」 （二十四葉表） 。 『漢語大詞典』第七巻は「禍梯」












































である。教要解略中の 「禍梯」 という語は古典に典拠のある語であって、現代に至るまで書き言葉として使用され続けている であろう。
（十一）原文は） 「罪不重哉。 」 （二十四葉表） 。文末の「哉」は前掲『助字小
字典』の載せる三つの意味のうち、第二の「疑問詞の何・安・豈などと呼応して、反問を表す。 」 （十七頁） に当たるものではないであろうか。但し、教要解略の文 は「哉」が呼応するところ 疑問詞は見当たらない。
（十二）原文は「此願之始終。畧有三級。 」 （二十四葉表） 。（十三）原文は「其初或魔屬使之發於一
倪
。 」 （二十四葉裏） 。
（十四）原文は「所謂念頭者是也。 」 （二十四葉表） 。 『漢語大詞典』第七巻は
「念頭」という語を掲げ（四二三頁） 、第一に「心思。 」 （同頁） 、第二に「主意。 （同頁） 、第三に「想法。 」 （同頁）という語義を記している。教要解略中の語は第一と第二の語義が当たると思われる 前者では用例の一つに『初刻拍案驚奇』巻十三の中の文が挙げられている。その前の部分まで含めると、 「如今且說一段不孝的故事、從前寡見、近世罕聞。正德年間松江討城、有一富民姓嚴、夫妻兩口兒過活、 十歳上無子、求神拜佛、無時無處、不將此事、掛在
念頭
00














頁）となる。巻一一七にはその前にも「念頭」 用例が認められ、 「若是他知 了、又要吵着出
念頭
00




前掲ディアス『天主聖教十誡直詮』では、 「宜先絕淫願二原。 」 （巻之
下、八十九葉表）とあるように、他者の妻へ 欲望には二つの原因があるとする。一つは「不潔之念」 （同巻、同葉）であり、これは教要解略中の「念頭」に当たるのではないであろうか。もう一つは 「耳。目。口。三司」 （同巻、同葉） 、す わち肉体の感覚器官であ これについては教要解略は言及していない。十誡直詮には、 「人不愼守外司。棼聽雜言。淆亂以視。心之尤汚。必從此起。三司吾靈門也。收視于目。如障蔀焉。却聽於耳。如塞纊焉。訥言於口。如括囊焉。吾靈之仇。交盟攻我。無竇得入 譬之主人。祈保其身。祈固其財。塞彼扃戸 守彼門牖。賊乃無徑 守身既然 守靈亦爾 藏欲於心 不見於行。上主降罰。奚必貳疑 」 （同巻、八十九葉裏）とあるように 感覚器官を欲望を誘発する機縁となるものから絶縁するように勧める。
（十五）原文は「次則忻喜之矣。 」 （二十四葉表） 。（十六）原文は「又次之 實願其婬媾矣。 」 （二十四葉表） 。漢語大詞典、大
漢和辞典の中にこの語は単語として取り上げられていない 角川『中国語大辞典』第二冊は「淫媾」という語を掲 、 「
ベ
」という符号を附

































































彌純。我功彌固。覺而悦順。罪則成矣。 」 （巻之下、八十九葉表）とあるように、同様のことが述べられており、これらは小林珍雄編『キリスト教百科事典』 （エンデルレ書店）に記される「知りつつ、自由意思をもって良心にそむくこと 」 （一一三五頁）という罪の定義と合致するものであ 。これは内面 省察を重視する宋学以降の儒教の傾向と共鳴し合うものではないであろうか。
（十九）原文は「悔罪有遲速。 」 （二十四葉表） 。 『漢語大詞典』第七巻は「悔








二〇一頁）となる。ここでは「悔罪」という語が中国の宗教において超越的存在である「上 」との関係の で用 られてい が興味深い。キリスト教において重要な意味を有する罪の悔い改めと う概念が白話文学の世界にて表わされているように見て取れることは中国におけるキリスト教 受容 とっ 意義があ ことではな かと思われ
（二十）原文は「賞罰有輕重。 」 （二十四葉表） 。 『漢語大詞典』第十巻では「賞
罰分明」という語が掲げられ（二五七頁） 、用例 して『漢書』 「張敞伝」の中の文が挙げられている。後ろの部分まで含めると、 「敞爲人敏疾賞罰分明
0000
、見惡輒取、時時越法縱舎、有足大者。其治京兆、略循趙廣
漢之迹。方略耳目、發伏禁姦、不如廣漢、然敞本治春秋 以經術自輔其政頗雜儒雅、往往表賢顯善、不醇用誅罰、以此能 全、竟免於刑戮。 」（巻七十六、中華書局本第十冊、三二二二頁）とある。このような「賞罰分明」の考え方に基づいて教要解略の「輕重」の語は解されるべき
ではないのであろうか。
（二十一）原文は「均莫迯於
    天主之判也。 」 （二十四葉表） 。
（二十二） 原文は 「愼勿曰人所不知己獨知也。遂不及致嚴焉。 」 （二十四葉表） 。（二十三）原文は「或曰。於娼何如。 」 （二十四葉表） 。柳素平『晩明名妓文
化研究』 （武漢大学出版社、二〇〇八年）によれば、明末において北京と南京が妓女の活動の拠点であった（六十九頁） 。このうち南京が第一であった。南京では三年に一度 郷試が行なわれ、そこに受験生が大挙して集まり、彼らが妓楼 客となった（九十頁） 。また、明末の江南地区は海内の名士を呼びよせ（四十二頁―四十三頁） 、彼らもまた青楼の宴に集ったのであった（四十五頁、五十頁） 。南京は明末中国 おいて遊廓の中心地 ので、このような問 が発せられたのであろうか。
（二十四） 原文は 「曰。娼
ホ
無夫。天主生之。實非爲爾妻也。 」 （二十四葉表） 。
「天主生之。 」という語句について言うと、神が遊廓の場で働く女性を造ったのではなく、神がこの世に誕生させた 性が遊廓の場で働くことにな ことを意味するのであろう。短い 、難解な文句であるように思われる。










る語気助詞 「也」 「矣」に近い。…『…なのである』と訳す。 」 （一一三四頁）と説明している。特 強調したいという語感を有するろうか。
（二十六） 原文は 「大約六誡所禁者行。此所禁者願。 」 （二十四葉表） 。前掲フェ




































































特筆大書すべき業績を残したこと なる。彼が仕官の道を許され士大夫としての本道を歩む中で 出会っ た すれば、リッチは『幾何原文』の中で のことを言及することが出来たのではないか。惜しまれてならない。　
第九戒は伝統中国の名教の思想と適合し共鳴し合うのではな
いのであろうか。大家族制度のもとでは同じ敷地内に肉親の複数の家族が共同で生活する。兄弟 妻へ 思いをめぐってさざ








て、他は妾と て之に隷属する である。 」
（六十七頁）
とある























































































の中に残されたとカトリックでは捉える道徳能力を指しているのではないのであろうか。人間は欲望に従うことによって 来有していた道徳本性が歪められたものとなった。その欲望の中核には情欲がある。だからこれを克服することが道徳能力 回復につながる。従って、道徳至上主義に立つ中国の士大夫は正面から情欲の問題に立ち向かい、 れを解決することが喫緊の課題となる。中国のカトリック士人は第九戒をそのよう 士大夫の道徳本性回復の方途として受容し、 れを実践して行ったのではないであろうか（続） 。
